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【会社概要】

１． 会社及び代表者氏名 株式会社  丸鬼商店 （まるきしょうてん）
代表取締役社長　　豊島 由裕

２． 所在地 愛媛県今治市通町１丁目６－８

３． 環境管理責任者 責任者　　豊島 由裕
　　 及び連絡先 TEL.. 0898-33-2800

FAX. 0898-32-0507
E-mail  marukips@proof.ocn.ne.jp

４．事業内容 ユニフォーム（主としてつなぎ服）の製造及び販売

５．事業の規模 事業規模 単位 2020年 202１年 2022年

製品生産量 t 37.6 38.2 38.4

売上高 百万円 445 464 467

従業員数 人 22 23 23

延べ床面積 ㎡ 938 938 938

６．法人設立年月日         昭和３９年９月

７．資本金 １，０００万円

８．組織図及び認証・登録範囲

認証・登録範囲は下記全組織、全活動、全従業員

車輌係

事務責任者 工場責任者

社長

環境管理責任者 環境管理委員会

環境商品販売責任者
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組織の役割・責任・権限

・当社の最高責任者 ・環境経営システムに関する全ての責任
・当社の環境方針の制定・見直し ・環境経営マニュアルの決済
・環境目標（中期目標・単年度目標）と環境活動計画の承認
・環境目標・環境活動計画の運用実施の評価の確認
・エコアクション21の環境経営システムを運用し維持するために必要な経営資源
　を用意する。
・環境活動レポートの承認 ・環境管理委員会の委員長
・環境経営システムの見直し、指示
・専務を環境管理責任者に任命し、環境経営システムの運用に必要な責任と権限の委譲

・緊急事態発生時の社内全体の総指揮を執る

・環境目標・環境活動計画の進捗・達成度の確認
・環境経営システムの改善についての審議
・環境方針・環境目標・環境活動計画の周知
・関係法規制対応についての審議
・環境管理委員会は最低9月と3月の年2回と必要時に開催する。

・環境経営システムの統括 ・環境経営システムの実施状況を社長に報告
・EA21マニュアル・EA21ガイドライン規格に基づく確立、実行、維持
・環境負荷の特定及び環境への取り組みの決定
・問題点の内容並びに是正及び予防処置結果の環境管理委員長への報告
・経営者による見直しに必要な情報の提供
・環境目標（中期目標・単年度目標）の設定・環境活動計画の設定
・環境目標・環境活動計画の進捗管理 ・環境安全施策の立案実施
・EA21プログラムシート作成と評価結果を環境管理委員会への報告
・問題点の是正及び予防処置並びに教育訓練・緊急事態訓練のフォロー責任者
・コミュニケーションと法規制等のフォロー責任者

・環境経営システムの運用管理組織図における工場部門の掌握
・工場部門内における環境経営システムの運用に対する責任と権限
・工場部門の環境目標・環境活動計画の作成、周知と評価のまとめ
・法定管理者、主任者の選任
・工場長は、社長不在時、社長代行としての責任権限を有する
・所管施設の運転・管理、運転員の職場内教育の責任と権限
・環境経営システムに関する手順書の承認・環境コミュニケーションのフォロー

・環境商品の企画及び生産
・環境商品の全得意先への周知活動
・環境商品の販売計画及び営業活動の社内での周知(営業会議）
・年度ごとの実績把握と目標金額設定していく。

・事務部門における環境目標・環境活動計画の作成、実行、評価のまとめ、周知
・問題点の内容の確認と是正処置及び予防処置
・環境経営システムに関する手順書の作成と運用
・環境緊急訓練の計画と実施 ・環境教育・訓練の計画と実施
・緊急事態の未然防止、発生時の環境影響回避・軽減の処置

事務責任者

職位 役割　・　責任　・　権限

代表取締役社長

環境管理委員会

環境管理責任者

工場責任者

環境商品販売
責任者
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　当社は、作業ユニフォームの製造、提供を通じ社会に貢献する
ことを目指しております。
また社会の一員として地球環境の保全と住み良い環境の
次世代への継承のため、全社一丸となって環境との共生・調和に
配慮した商品の開発および事業活動に取組み、環境経営の継続的
改善のため行動指針を次のように定めます。

 〔行動指針〕

 １.　環境関連法規や当社が約束したことを順守します。

 ２.　事業活動における二酸化炭素排出量の削減に努めます。

 ３.　省資源活動として、リサイクル活動を実施し、
　　 廃棄物排出量の削減に努めます。

 ４.　排水量削減の為、節水に努めます。

 ５． 当社が製造・販売する製品について環境へ配慮した製品の
　　　開発及び販売を進めます。

 ６.　社屋内外の整理・整頓、清掃に留意して地域社会の
      モデルとなるように努めます。

 ７.　全社員に社内教育を定期的に実施して環境経営方針を
      周知徹底すると共に、環境配慮型商品の開発及び販売また
　　　環境保全の意識を向上させ、この活動を積極的に推進します。

      ～この環境経営方針は、社外の人にも公開します。

　2018年　9月　1日 

株式会社　丸鬼商店
代表取締役社長　　　豊島 由裕

環 境 経 営 方 針
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【環境経営目標の実績と評価】

　　【数値実績】

　　　　　　　　年度

      項目

（目標%） （実績） （増減%)

- 467 -

- 38.4 -

1%減 15,806 2.6%増

1%減 11,324 6.7%増

1%減 2,353 38.1%減

1%減 29,483 1.1% 減

1%減 346.6 0.7%減

- 346.6 -

- 0 -

211 -

1%減 9.17 10.4%増

→ 1,023 35,5%増

(排出係数は2021年、2022年度とも四国電力 0.514Kg-CO2/kWhとしています。）

2022年度は2021年度を基準とし

2023年度以降の目標値は2022年度を基準値とする。

産業廃棄物の排出はこの1年では発生しておりません。

　　【評価】 ○・・・よくできた

△・・・まずまず　　　×・・・出来ていない

１. 環境関連法規の順守　

評価

〇

〇

〇

〇

〇

〇

　環境関連法規制等の順守状況の定期評価の結果、環境法規等の逸脱はありませんでした。

　また、過去３年間にわたって違反や訴訟、関係当局より違反等の指摘もありませんでした。

8.3

総量(㎥/年)

349

10,614

3,800

1%減 

1%減/2,329

1%減 1%減

一人当たり（㎥/人)

総量(㎏/年)

総量(㎏/年)

廃棄物
排出量

一般廃棄物

産業廃棄物

2021年度

2020.9～2021.8

（実績）

15,409

総量(㎏/年)

灯油 総量(㎏-CO2）/年

総量(㎏-CO2）/年ガソリン

464

38.2

-

2025年度

2024.9～2025.8

総排水量

売上高（百万円/年）

総量(㎏-CO2）/年

製品生産量（トン/年）

電力 1%減/15,648

1%減/11,211

3%減 /15,332

2021～2022.8

2023年度

2022.9～2023.8

（目標%/数値）

-

2%減/15,490 

2%減/11,098

1%減

-

（目標%/数値）

2022年度

-

2023.9～2024.8

3%減/10,984 

3%減/2,282

-

-

2%減

20%増

3%減

15%増

（目標%/数値）

2024年度

2%減/28,893

349

0

191

2%減/2,306

・廃棄物処理法　/　適切な保管と処理を行う

・下水道条例　/　排水基準の順守

法規確認及び順守とも出来ている

法規確認及び順守とも出来ている

CO2排出量
合計

総量(㎏-CO2）/年 29,823 1%減/29,188 3%減/28,599

コメント法規制　/　順守内容

・消防法　/　年2回の消防設備点検、年1回の総合設備点検

エコマーク
商品の販売 販売金額 (万円） 755 10%増

・労働安全衛生法  /  定期健康診断

・フロン排出抑制法　/　3ヶ月を超えない設備点検

・家電リサイクル法　/　家電リサイクル券の購入

法規確認及び順守とも出来ている

法規確認及び順守とも出来ている

法規確認及び順守とも出来ている

法規確認及び順守とも出来ている
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２．二酸化炭素排出量の削減

　　①電力の抑制

評価

・不在時の消灯の徹底 ○

・空調設備の省電力ﾀｲﾌﾟへの切り替え ○

・電灯の削減 ○

・冷暖房の適正温度管理（夏・・２８℃、冬・・２０℃） ○

　　②自動車燃料の効率化

評価

・アイドリングストップ △

・急発進、急加速などを止めて低燃費走行をする ○

・タイヤ交換時にエコタイヤの選定 ○

・タイヤの空気圧の点検 ○

　　③灯油使用量の抑制

評価

○

３．廃棄物排出量の削減

評価

・両面コピーの徹底 ○

・使用済み封筒の再利用 ○

・使用済み紙のメモ等への再利用 ○

・運送バッグの再利用 ○

○

４．排水量の削減

評価

・トイレのタンクの節水設置 ○

・節水意識の徹底 ○

・水道配管からの漏水の点検 ○

５.環境に配慮した製品の開発、販売

評価

・エコマーク商品の生産、販売 ○

・エコテックス規格100商品の生産、販売 ○

・使用済み袋（ＰＰ袋等）の再利用

内容 コメント

より一層心がける

出来ている

タイヤ交換時に順次交換する

出来ている

内容

・灯油使用量の削減

ごみ袋として再利用

内容

従来通り販売、拡販継続している

新規販売が促進している。

コメント

内容

より一層温度調整にて節約していく

内容

節水設備の検討をする

より意識向上をめざす

出来ている

内容 コメント

よく出来ている

工場の空調設備を新設しました

順次不必要な電灯は削減する

コメント

引き続き温度管理を徹底する

コメント

よく出来ている

出来ている

出来ている

コメント

出来ている
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６.社屋内外の整理・整頓清掃

評価

○

○

７.社内教育

評価

〇

【環境経営活動の取組結果の評価まとめ】

・二酸化炭素排出量(電力）の削減について

　　今年度は2021年の実績値に対して、1％削減という目標でしたが、2.6％増と達成できませんでしたが

　　これは2021年7月に空調設備を交換したことにより冬場の灯油ストーブからの切り替えにより

　   増加したもので、灯油の使用量は大幅に削減されております。

・二酸化炭素排出量(ガソリン）の削減について

　　今年度は目標１％減に対し6.7%増と大幅に増加しました。

　　これは2021年までコロナ禍の中出張を控えておりましたが、今年度からは車による出張が増加した

　　のが要因です。その中でもまだコロナ対策のため、公共交通機関より社用車を利用する頻度が高く

　　その分がガソリンの使用量の増加につながったものと思われます。

・二酸化炭素排出量(灯油）の削減について

　　今年度は目標１％減に対し38.1%減と大幅に達成できました。　

    これは工場（２階）に空調設備導入で灯油使用が無くなったのが主要因です。

　・二酸化炭素総排出量は全体としては2021年度比1.1%減と達成できました。今後とも削減意識をもって

　　2023年度のCO2総量の削減を達成していきたいと思います。

・廃棄物排出量の削減について

   ・一般廃棄物排出量は今年度も廃紙の再利用等の流れで、実質総量を抑えておりますが、

　 　0.7%減に留まりました。　今後も引き続き工夫をし、1%の削減を目指します。

　・産業廃棄物は今年度は発生していません。

・排水量の削減について

　　今年度は1人当たり排水量が目標値1%減に対し10.4％増と大巾増になりました。　　

　　コロナ禍での手洗いによる使用量が増加が主原因と思います。

　　今後ともトイレ、手洗い等の基本使用が主の為、節水意識をもって削減を目指していきます。

社屋外清掃

コメント

定期的な清掃を実施している

定期的な教育の実施、環境製品の開発、営業
会議　　　　を実施している

内容

社屋内清掃、整理

内容

定期的な清掃、整理整頓を実施している

環境経営教育

コメント
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・環境に配慮した製品の開発と販売促進

　　エコマーク商品の販売金額ですが、今年度は２０２１年度に対し268万円増(35.5%増)と

　　大幅に拡販することができました。

　　また身体に優しく、洗濯後の廃液がクリーンな世界基準のエコテックス規格100商品も引き続き

　　拡販を目指していきます。

【次年度の環境経営計画】

  ①LED蛍光灯の順次導入検討

　②老朽化した箇所から時機を見て節水トイレ等設備の導入の検討

　③環境に配慮した商品の開発、販売促進及び新企画アイテムの検討

　④インターネットを利用した販売の検討

【代表者による全体評価と見直し・指示】

・今年度は電力のCO2排出量が2.6%増で目標達成できませんでしたが工場2階の空調設備の

  導入が主原因になります。ただ空調設備の導入で灯油の使用量は大幅に削減されています。

  今後とも無駄な電気の使用を控えるなど引き続き節電意識をもって活動する。

・ガソリンのC02排出量の増加はWITHコロナでの出張の再開で車による出張回数が増えたため

　6.7%増となりました。コロナ禍がおさまれば公共交通機関を利用するなど工夫して

　１％削減を目指します。

 ・灯油のCO2排出量は38.1%減と大幅に減少しました。これは工場2階の空調設備導入により

　灯油の使用が無くなったためです。今後も来年度に向かい１％の削減を目指します。

・二酸化炭素の総排出量は2021年度比1.1％減と達成できました、

　今後とも工夫して削減を目指します。

・一般廃棄物排出量に関しては0.7％と微減にとどまったので今後も1％削減に向けて

　工夫していきます。

・排水量が10.4%増/人と大幅増となりました。これはコロナ禍による手洗いの増加が原因です。

　今後も節水意識、節水設備の検討をし、使用量の１％削減を目指します。

 ・環境商品の販売実績はエコマーク認定商品が35.5％増と大幅に拡販出来ました。

　2022年秋シーズンに新商品を投入しますので今後も拡販に努めていきます。

　また世界基準の安心安全のエコテックス規格100の商品は新規先の拡販を含め

　商品の販売をより一層推進していきます。

　環境経営方針及び実施体制には問題がありませんでしたので継続していきます。

　以上の内容を踏まえ今後とも取り組み内容のより一層の徹底と、より良い見直しをし、

　全員参加にて自主的・積極的に環境負荷低減と環境配慮型商品の企画及び

　拡販による売り上げ増加も目指していきます。

評価及び見直し・指示　　　2022年10月15日
以上。


